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内 容 梗 概

HITAC【102-B形ディジタル形電子計算機ほ,すでに実用化されているHITAC-301形電子計算機および

HITAC-102A形電子計算機の技術,経験を基礎とし,さらに従来,研究開発に努力してきた高速度コアー記

憶装置,磁気テープ記憶装置などを加え,汎用計算機として計画された,固定,浮動小数点演算方式,オール

トランジスタの電子計算機である｡

今回,本機の完成を機会に,HITAC-102-B形電子計算システムの構成および機能について説明する｡

1.緒 口

HITAC-102-B形ディジタル電子計算機は中形汎用電子計算

機として計画され,コア一による高速度記憶装置,磁気テープに

よる大容貴記憶装置を話一し,計算能力の増大につとめている｡

また,従来の計算機使用経験に基き,計算機の使用を容易に

するために,命令体系そのほか種々のくふうがなされている｡

弟1図にこのシステムの写真を示す｡

おもな特長を列記すると下記のとおりである｡

(1)Block･Building方式の採用

演算装置,磁気テープ接続装置(core使用)磁気テープ記憶

装置などおのおの別筐体に収納されているので,目的に応じた

適当な計算システムを構成できる｡

(2)Check方式

下記のように十分なCheck機構をもたせ,信板度を確保して

いる｡

(a)浜算装置内では随所で,パリティチェック,バリディティー

チェックを行っている｡

(b)磁気テープにおいては,縦方向,横方向と二重にチェック

を行っている｡

(3)記憶装置の大容量化

(a)大形磁気ドラムの採用 4,200語

(b)高速度コアー記憶装置 50語(約6,000語まで増設可能)

(c)磁気テープ記憶装置 9台まで増設可能

(4)時分割方式の採用

入出力装置,磁気テープ記憶装置関係の命令語では時分割方式を

採用しているので,計算時間の短縮が可能である｡

(5)数値語は10進絶対値方式になっている｡

(6)プログラムが容易になるように,命令語については特に検

討を行い,合理的,かつ,十分な命令語体系を有している(弟2表

参上嗣)｡

(7)プログラム･チェックを容易にするために,命令語ごとの

ブレーク,ポイント指定,命令語JSWが設けられている｡

(8)シンボリック･コーディング･システム

シソポリック･コーディングが準備されつつあり,これの使用に

より,プログラミソグの容易化 プログラミムミスの防止が期待で

きる｡

2.機能と構成

本計算機はプログラム内蔵形のディジタル形計算機で,固定小数
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第1図 HITAC-102-Bシステム
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和′ント部

数値語 (宜定ノJ＼歎臭)

符号詐 欺値 已臣
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数 那

文 字 語

/文字 /文字 /文字 /文字 /文字

第2図 譜 の 構 成

点および浮動小数点の数と文字を扱うことができる｡命令語,数値

語,文字語はそれぞれ10進法12けたよりなる｡これらの構成を弟

2図に示す｡一つの数値語で11けたの同定小数点の数または10‾100

から1099の間の有効数字9けたの浮動小数点の数を表わすことがで
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きる｡

おもな什様は次のとおりである｡

演算速度 加減算0.3ms

l.2ms

乗 算5.1111S

5.8ms

除 算5.81nS

4.9ms

(田定小数点)

(浮動小数点)

(同定小数点)

(浮動小数点)

(固定小数点)

(浮動小数点)

以上はアクセス･タイムを含まず｡

記憶装‾択:磁気ドラム

磁気コアー:50語

4,200語

6,000rpm

うち4,000語

平均待合時間 5ms

200語

平均待合時間1.251-1S

(6,000語まで増設可能)

磁気テープ･ユニット:4台

テ
ー プ 兵 約1,000m

テ
ー プ 帖

テープ速度 約

記 録 緯 度

起動停止時間 約

1.27cIT1

150clTl/s

64字/c11↑

5ms

入‖力装一群:万能入rH力装間 450宇/min

光電式テープリーダ200字/s

8弾位標準紙テープを使用

回路方式:トランジスタとダイオードによる川那訓御方式

(230kc)

命令方式:1抜アドレス方式

本計算機は次の機器よりなる(策l図参j(てて)｡

計算機本体(磁気ドラム内械) 1f†

操 作 卓 1f†

万能入出力装置 1台

光電式テープリーダ 2台

磁気テープ接続装置(磁気コアー1勺蹴) 1台

磁気テープユニット 4台

そのほか付属装置 1式

これらの機揺のうち計算機本体,操作卓,万能入Jl_l装躍の3機器

で基本的なセットを構成する｡そのほかの機署:壬も随点に接続するこ

とができ計算規掛こ応じたセットを構成することができる｡

機能的にはほかの多くのディジタル形計算機と同様に浜算装置,

制御装置,記憶装置,入～lけ)装超よりなる｡

演算装置と制御装一掛ますべて230kcl何のl棚9】制御方式の素子で

構成されている｡この不軌式素･‾rの】叫路を弟3図に示す｡

これらの装置間の情報移動総路と--･つの命令でオi▲効に移動しうる

情事技量を弟4図に示す｡

演算装置内でほ数は2進符け化10進で表わされ,文字ほ2けたの

数で表わされる｡磁気テープユニットを除く記憶装‾i琵1勺でほ2進符

号化10進数にパリテー･ビットを付して数を記憶する｡

入出力装置で扱う8神位標準紙テープと磁気テープのコードを弟

】表に示す｡

本計算機では可能なあらゆるところでバリディテー･チェックと

′ミリテー･チェックを行っている｡これらのチェックにより誤が検

H_lされると,原則として計算機は休止し,誤の内界を操作卓のラン

プで表示する｡ただし磁気テープの読取りにおいて誤が検FLiされる

とテープエラーの表示がなされる｡磁気テープ関係の命令にほテー

プエラーか否かを判定するものJTGがあり,これを用いて誤った

機 HITAC-102-B に つ い て

一帖
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第3図 基 本 回 路
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第4図 情 報 経 路

第1表

βカ∂柑亡∠e′
Cカ∂〝〝ビ/

/2 ∠プβ/βPJ2〟

〟古 β β 〝 β β ♂ 〟 β

JP･ /β β β 〟/β β

∫β･ β/♂ 〝 β/♂ β

】l //♂ ♂ 〟 β ♂ ♂

♯ ♂ ♂/β β/♂ ♂

/β/♂ β β β β

β//β β β 〟 β

/ ///♂ β/♂ β

( β β β/β/β ♂

) /♂ β/♂ β β β

比J ♂/β/β ♂ β ♂

α //β/β ノ β β

β β ♂//β ♂ ♂ ♂

J /♂//β ノ ∂ β

∂

β

β///β/ββ

♂ββ♂//β♂

/ /♂ β β/β β β

2 ♂/β β/β β β

∂ //β ♂//β ♂

4 〝 β/β/β 〃 β

古 /♂/β//♂ 〟

一 ∂ ♂//〟//♂ β

7 ///β/♂ β 〟

β β β β//β ♂ β

ガ /♂ ♂///β ♂

十

⊥F

β/β///β β

//β//β β β

♂ β////♂ ♂

∫P /♂///β β 〟

C斤 β////♂ β β

rど斤J //////β β

〟βr

β〟

妄1

+

入出力装置

どAフ柑CJpr
/ごん州/ナビ/

/2 ∠≠β/∂､PJZ占ゼ
′ β β 〟 ♂ 〃//β
′ /β β ♂ 〟 β/J

月 β/♂ β 〟 ♂/β

β //β β β//J

ど β ♂/β 〟 β/〟

β /β/β β//♂

f β//β ♂//β

F ///β ♂ β/♂

J β β β/β β/β

〟 /♂ β/β//β

/ ♂/β/♂//β

J //β/〟 β ノ β

∧｢ β β//β//β

L /β//♂ β/♂

〃 β///♂ ♂/β

〟 ////♂//♂

β β/β β/β/β

P /〟 〝 β///β

β β ∂ β β///β

〝 //♂ ♂/♂/♂

J β β/♂///β

｢ /β/♂/♂/β

〟 β//♂/〝/♂

レ ノ//♂///β

〟 β β ♂////♂

ズ /β ♂//β/〟

r ♂/♂//♂/β

Z //β/ノ//♂

? ββ///♂/β
/

/♂/////β

米 β//////♂

ど斤 ////////

情報を修正することができる｡

沢井装毘の構成を弟5図に示す｡この抗算装置の持去の一つは指

数レジスタを特に持たないことである｡これにより装冠自体が筒Ji乞

になるとともに,四則浜算以外の命令では浮動小数点数と固定小数
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第5岡 焼 算 装 置構 成 図

点数とを同一に扱うことができ,プログラム上の煩雑さが軽減され

る｡

四則演算ほ直列加算力式により行い,その結果はすべて23けたの

アキュムレイタ(UA,LA)に表われる｡

四則浜算の結果,国定小数点数または浮動小数点数の指数部がオ

ー/ミプローしてもオーバフロー部を数値の鼓.l二位けたとみて損算す

るので,この数値をそのまま次の四則浜算に関与させることができ

る｡

記憶装置ほ4,200語の磁気ドラム,50語の磁気コアーと4台の磁

気テープユニットよりなる｡

磁気ドラム,磁気コアーの番地付けは次のとおりである｡

磁気ドラム 0～4,199

うち 0～3,999(平均待知手間5ms)

4,000～4,199(■､‾P均待介時間1.25ms)

磁気コアー 4,200～4,249

平均待合時間 5msのノーマル･アクセス･メモリーと平均待合

時間1.25msのクイック･アクセス･メモリーとの問および磁気ド

ラムと磁気コアーの間では50語以下の任点の語数のブロック･トラ

ソスファーが吋能である｡

磁気テープユニットは大容量の補助記憶装置である｡本機で扱う

磁気テープほ幅1.27cm(塊吋),長さ約1,000m(3,600沢)のポリエ

ステルベース(マイラベース)に磁気コーティソグしたものである｡

テープ速度ほ約150cm/sであり,附報は64字/cmの襟度で讃かれ

る｡磁気テープ上の情報は50語を単位として読み告きされ,磁気テ

ープ1巻に50語ブロックが約軋000讃き込める｡なお磁気テープ上の

ブロックには4けたの任法のブロック番号をつけることができる｡

評 三人
甜8 第42巻 第12号

磁気テープと磁気コア一問で情報の授受を行いながら,計算機本

イ本に関する命令を災行させることができる｡このため実矧的な計算

時間を短鮨させることができる｡

入出力装置ほ万能入け与力装置と光電式テープリーダよりなり,8

単位標準テープを扱う｡

万能入出力装置はけん盤部,機械式テープリーダ,さん孔部,印

字部よりなる｡

万能入出力装置の各部と光電式テープリーダは命令またほ操作点

のスイッチ操作により自由に選べる｡

光電式テープリーダ,けん盤部と機械式テープリーダはイソプッ

トレジスタを介しアキュムレイタに接続している｡これらを二つ以

上棚寺に動作させることはできない｡

さん孔部,｢り宇部ほアウトプットレジスタとバッファーレジスタ

を介しアキュムレイタに接続している｡これらを川崎に動作させる

ことができる｡バップ7-レジスタを介し,帖報を1接‖けのでJ]1力

動作を行いながら六売込みを含むほかの択算を火行できる｡

本計界機では諺汁のテープ･コントロールコードを抑え,読込み

に関する脊櫨の処理を簡略にした｡たとえば-一一つの命令で国定小数

点および浮動小数点の数値も命令語も読込める｡また命令語はプロ

グラムによらずにインデックスレジスタによるアドレス部の修正を

行いながら読込めるようにした｡

3.命令構成とプログラム

プログラム作成とテストの難易が実質的な計即引剛こ及ぼす影響

ほきわめて大きい｡

木計算機ではプログラムのテストを容易にするため,命令語にブ

レイク･ポイント部を設け任意の箇所で計算機を休止させうるよう

にした｡また命令JSW(Jump by Switch)を設け操作中の5偶の

スイッチ指定により5通りのjumpを行わせうるようにし,たとえ

ばプログラム小のテスト済みのループをふたたび無用にテストする

ことを避けてテストに要する時間を短縮しうるようにした｡このほ

か京都大学プログラミソグ研究小委員会によるプログラム･テスト

用プログラムを備え能率的にプログラム･テストを行えるようにし

た｡

本計算機はプログラムの作成を容易にするため,平易な命令体系

をとる一九 京都大学プログラミソグ研究小委員会によるサブルー

チソ･ライブラリとシンボリック･コーディング･システムを備え

ている｡

命令の特長を次に述べる(弟2表参照)｡

(a)命令語のアドレス部の修正が容易である｡第2図に示すよ

うに命令語には2けたのインデックス部があり,インデックス･

レジスタおよびロケーショソ･カウンタ(命令の所在番地)によ

る二重修正が可能である｡イソデックス･レジスタが三つあるほ

か4,250語の記憶装置の任意の番地をインデックス･レジスタ化

する命令(Set PseudoIndex)を備えているのでアドレス部の修

正はきわめて容易に行える｡

(b) レジスタ間の経路が完備している｡一つの命令で記憶装樫

を含む任意のレジスタから任意のレジスタへ情報を移動すること

ができるので,短いプログラム･ステップで各位の計算を行え

る｡たとえばSLA(Store Lower Accumulator),ADL(Add

to Lower Accumulator)などを設けてあるので倍長浜算なども

容易に行える｡

(c)独立した抒動小数点四則演算命令があるので搾易に精度計

算を行いながら浮動小数点計算が行える｡

(d)Sbift命令が完備している｡アキュムレータのけた移動命

令にはLong Shift,Short Shift,Cyclic Shiftなどがありアキュ

ー62一
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第2表 命 令 コ ー ド 表

1307

DEC.CODl工ISYM,

0
0
0
2
0
4
0
6
1
0
1
4
∽
2
2
3
0
3
4
3
8
4
0
5
0
5
2
6
0
6
2
6
4
砿
0
0
0
2
0
4
0
6
加
舶
飢
幻
溺
舶
朗
朗
0
0
0
2
.
〇
4
.
〇
6
舶
加
伽
胡
別
舶
伽
朗
朋
1
0
知
0
0
0
2
1
0

C.竺+_一_

/
′
/

D

A

B

A

M

M

A

S

A

A

D

R

l

l

L

L

L

L

D

A

B

A

M

M

P

C

D

V

l
且

O

A

M

A

L

M

M

A

P

L

U

Q

Q

L

X

D

E

P

D

U

U

B

D

B

P

P

A

W

N

D

V

R

D

A

B

A

A

A

S

S

A

S

M

M

R

A

D

D

T

L

T

T

T

A

D

D

M

S

L

D

T

F

F

A

R

S

A

A

S

S

A

S

M

M

R

L

R

A

D

D

A

A

S

S

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

S

S

S

S

S

P

L

L

C

F

T

L

S

F

F

E

E

S

Add

Add Absolute
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Raise Address
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Divide and Round orJump
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Set Sign

floating

tol?ixed orJump

a11d Add

andlieplace

l)1tlS

ムレ一夕内での帖報の処理が筒ii与に行えるし〕

(e)判断命令が完僻している｡

芥レジスタの状態を判定し,jumpする命令を柑つはか,二つ

のレジスタ間の比較命令(Compare)をもつ｡

(f)インデックス･レジスタの内容変更が群易である(〕

アドレス部修正については(a)で述べたが,これに関辿する間

越としてインデックス･レジスタの内容変更がある,本計算機で

はインデックス･レジスタに任意数をセットする命令のほか,任

意数だけこれを増減する命令をもつ｡

(g)索表命令と若干の論理演算命令をもつ｡

4.緒 言

以.ヒ述べたように,HITAC-102-B形芯子計算機はプログラムの
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P
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M
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S

T

T

T
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C

N

N

S

A

I

S

L

L

S

L

W

W

S

R

W

W

F

H

l

l

l

l

l

l

l

L

S

S

R

L

J

I

J

J

P

B

T

B

D

B

R

B

T

E

J

l

Cbange Sign

No Opcration

NO'r

Shift and Count

AND

Inclusive OR

Short Left Sbift

Long Left Shift

Long■Cyclic Sbift

Short Right Shift

Long Rigbt Shift

Weighted AND

Weigbted OR

Select Component

ReadIn

Write

Write Special

Floating Write

Halt andJump

Jump by Switch

Jump

Jump on

Jump on

Jump on

Jumpon

Jump on

Minus

UA No Zero

No Zero

Over且ow

Exponent Over丑0ヽⅤ

LoadIndex from Address

StoreIndex

SetIndex

RaiseIndex

LowerIndex

Jump withIndex Lowered

Jump witbIndex Raised

JumponIndex Unequal

Jumpand SetIndex fromLC

Sct PseudoIndex

Bu圧er to Tape

Tape to Bufrer

Block Search

Drum to Buffer

Bu庁er to Drum

Rewind

Back Space Tape

′rcst′rape

Erasc Tape

Ju171pOn Tape Guod

Jump by Tape End

拝易化,および実質的な計算時間を如桁できるようにシステム的に

位々のくふうがされているので,これらの!婚長を有効に利用するこ

とによって一回限り使用されるような計算に応用される場合にも,

きわめて使用しやすい汎用中形計算機となっている｡

なお本システムの第1岩槻は京都大学(京都大学においてはKDC

-1形と呼称),第2号磯ほ経折企画庁において使用される｡

本文を草するにあたり,長期間にわたって,ご指導とご肋力を賜

わった京都大学の前田,清野,西原,坂井,荻原各党生,および多

数の関係各位に厚くお礼申上げる｡

なおこの電子計算機の基本技術に関しては,さきに電気試験所に

納入したMARK-Ⅴ とともに同所より多大のご指導をいただいた

ものであり,ここに電気試験所各位に深甚の謝意を表する次第であ

る｡
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